






Accidents of Aged People in Their Daily Life 
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地区 配布数 回答数 有効回答数 事故人数
主同金<':.， 1比J"E口A 100 12 10 3 
出口町 30 1 1 
片山 360 188 179 40 
竹見台 185 55 51 14 
合計 675 266 251 58 
表2 対象者の年齢別・性別矯成
性 60歳代 70歳代 80歳以上 合計
戸建住宅
男 33 55 19 107 
女 55 73 41 169 
吉住宅
男 7 13 5 25 
女 20 27 4 51 










































































を示したものである。図において，カテゴリ ースコアが (14.3%)女性8人 (40.0%)，70歳代男性3人 (23目1%)， 
力テコリースコア
4羽 22s 自 由包!s 4SO 

























































告集，第239号， 99ー 105(1976) 
2)内田祥哉・字野英隆 ・直井英雄 日常災害の現状把
握のための調査研究 その2，日本建築学会論文報


















本稿は高齢者の日常生活における事故について，とく 380 (1987) 
に居住している住宅形式の違いに着目しながら，住宅内 8)水野弘之・石)1いずみ ・上回千秋 高齢者の住宅内
外の事故実態について調査した結果をまとめたものであ 歩行事故に関する基礎的研究(その 2)一一つまず
る。 きの解析および妨止対策について一一，日本建築学
結果によれば，性別では全体的に女性の事故発生率が 会近畿支部研究報告集，第27号， 381-384 (1987) 
高いが，場所別にみると屋内では女性が，逆に屋外では 9)高橋徽・林玉子・徳田哲男 .転倒事故に関する研究
男性の事故率が高い傾向がみられる。また，年齢的には (その 1)転倒 ・転落事故の加齢による変化， 日本
加齢につれて受傷程度が重くなる傾向が現れている。さ 建築学会大会学術講演梗概集， 713一714(1986) 
らに，公園，路上などの屋外公共空間における事故が重 10)徳田哲男 ・林玉子・高橋徹.転倒事故に関する研究
大なけがにつながる危検性が高い。(その2)高齢者の大腿骨頭部骨折について， 日本









羽lepurpose of this study is to examine the difference of dai1y accidents of aged people which have occurred 
inside and outside of dwellings. We conducted an investigation by questionnaire and interview methods in Osaka 
Prefecture. According to tlus study， we discovered a deImite tendency showing that females were i吋uredat a higher 
rate in daily accidents. And although the accident rate of males is higher outside of their dwellings， the accident 
rate of females is higher inside of their dwellings. ln summation， there is a clear tendency showing that the grade 
of injury gets more severe as the individual gets older. 







ア，平屋の一戸建 イ， 二階建の一戸建 ウ，平屋の長屋建
エ，二階建の長屋建 オ， 共同住宅 ( )階建の( )階，エレベーター(あり・なし)








3畳大( )室 ・4.5畳大( )室 ・6畳大( )室 ・8畳大( )室
その他( )畳( )室 ・ ( )畳( )室 ・ ( )畳( )室
(4)お住まいの建築時期を記入して下さい。





性別 年令 居住年月数 外 出 時間
世帯主 (イ) 男・女 才 年か月 時~ 時・ 時~ 時
(ロ) 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ハ) 男 ・女 才 年か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ニ) 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ホ) 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(へ) 男 ・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時
(ト〉 男・女 才 年 か月 時~ 時 ・ 時~ 時




( 3 )御家族 ・御同居の方全員の中でこれまでに住宅の内外(庭 ・敷地を含む)で日常災
害事放を起こした方がいらっしゃいますか。(日常災害事故とは表紙で説明したよ
うな事故で，転んで擦りむいた程度の事故も含まれています。)
イ，いる ・・・・・ ( 4 )の質問にお答え下さし、。
ロ，いない・ ・・・ アンケートはこれで終わりです。御協力ありがとうございました。








カ，廊下 ・ホール キ，玄関 ク，階段 ケ，共用廊下・ホール
コ，共用玄関 サ，共用階段 シ，エレベーター ス，その他 〔







テ.その他( ) ) 
ウ.床で転んだ。どうして?
(ナ.すべって ニ. つまずいて ヌ.
エ.落ちてきたものがぶつか った。何が つ
オ.倒れてきたものがぶつかった。何が つ
カ.ぶつけた。 とこにつ( ) 
キ.はさまれた。何につ ( ) 
ク.こすった。どこにつ ( ) 
ケ.切った。 何でつ ( ) 
コ.やけどした。 何で? ( ) 
サ.感電した。 何で? ( ) 
シ.ガス中毒 ・酸欠事故を起こした。
ス.溺れた。 どこで? ( ) 













キ.やけど ク.感電ケ.中毒・酸欠 コ.溺水サ.その他 ( ) 
(6)けがの処置はどうしましたか。
ア.特別の処置はしなかった。 イ.家で処置した。 ウ.医者・病院に
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(8)その事故の原因は建物自身の不備によるものだと思いますか。
ア、思う イ、思わない
(9) (8)で「思う」とお答えになった方は、何か対策を講じましたか。
ア、はい〔具体的に イ、いいえ
アンケートはこれで終わりです。御協力ありがとうございました。
(8) 
